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福井県下の産業廃棄物最終処分場の立地とその影響













の開発の困難性とも相まって、先進諸国を始めとする世界各地で深刻化している(田中監修， 1996 , 
pp.57-257) 。福井県でも、廃棄物の排出量は増大を続けるにもかかわらず、処分場の残余容量は減少
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下、『廃棄物処理法』 と略称する) (1970 (昭和45) 年施行、 1991 (平成 3 )年改正、 1997 (平成 9 ) 
年 6 月大幅改正)が定められている。 1997 (平成 9 )年の改正は、最終処分場設置に関する各地での
紛争や不法投棄などによる環境破壊などが重大な社会問題となったことから、行われたものである(福
井県， 1998 , pp.1-2) 。
この『廃棄物処理法』の産業廃棄物処分場に関する「立地」と「閉鎖」の取り扱いに関わる箇所に、
各地の住民問題で争点となっている部分が含まれている。『廃棄物処理法』の改正後、処分場の「立地」
に際しては í:t也域住民の生活環境の保全」に配慮した設置手続きが課せられている 。 しかし、これが













i 維持管理計画に従い適切な維持管理 i I---~経持管理状況の記録・閲覧 7
を行わなかった場合、許可の取り消し H 





注) 上記の手続き は 、 政令で定める施設(最終処分場及び焼却施設)の場合であ リ、 その他の施設
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中， 1993 , pp.192-212) 。
(3) 福井県内に所在する産業廃棄物処分場
第 2 図に示すように、福井県内には、 1997 (平成 9 )年の時点では、 11の業者と公社が産業廃棄物
の最終処分に携わっている(福井県， 1997b)。総計13箇所の最終処分場の操業許可の時期は、 1987(昭








理由は、経済的なものである 。 通常、市街地よりも山間地などの方が地価が安い。 とくに、山間に処
分場を建設する場合、斜面を削り、埋め立て用の穴を掘るが、この掘り出した大量の土砂を売却して
利益を得る業者もある 。 山間部の谷聞の地形を利用して、処分場を建設することもある 。 福井県では
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(1 ) 安定型最終処分場 I 一一三国町


































第 4 図 三国町池上地区の安定型最終処介場 I
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および閉鎖最終処介場V の位置








た水質検査で、 2 つの処分場のうちの 1 つの近くにある井戸の水から有害物質が検出された(池上地
区での聞き取りによる)。そのため、池上地区を中心とする住民は、産業廃棄物処分場に対する不安感
をいっそう強めている。
(2) 安定型最終処分場 II、管理型最終処分場 I 一一敦賀市
うそごうち かしまカE り安定型最終処分場 II は敦賀市瀬河内 ・谷山地区に所在し、管理型最終処分場 I は岡市樫曲地区に所
在する(第 5 図)。これら 2 つの最終処分場は、敦賀市の中心市街地からやや北東の山間部に位置す
る。国道476号線を経由して、敦賀市内から車で約20分の距離である。国道476号線は、木の芽川と並
行し、集落の聞をつなぐように走っている。両処分場は、同ーの業者が経営し、 1987 (昭和62) 年 9
月に操業が許可きれている(福井県， 1997b , p.70) 。安定型最終処分場 II での取り扱い廃棄物は、前
述の安定型処分場 I と同じである。管理型最終処分場 I では、燃え殻、汚泥、紙くず、木くず、繊維
くず、残土、煤塵を扱っている。






れるかわからないという不安、 (2) 廃棄物から出ると予想きれる悪臭、 (3) 廃棄物運搬のトラックによ




(1992 (平成 2 )年第二回敦賀市議会定例会会議録， p.63) 。
1990 (平成 2 )年末頃から、 この経営業者と住民との間で、 最終処分場の拡張計画をめぐる一連の
紛糾事件が始まった(福井新聞， 1990. 














第 5 図 敦賀市東部の安定型最終処介場 II
および管理型最終処介場 I の位置
(恭図 5 万分の l 地形図「敦賀」







































第 6 図 福井市沿岸部の安定型最終処介場IIIの位置

























































汲み上げて使用していた。 現在も井戸を利用す 第 7 図 敦賀市南部の安定型最終処分場Wの位置
る家庭はあるが、飲料用ではなく、洗濯や風巴 (基図 5 万分の l 地形図「敦賀」
















れたゴムシートの老朽化の問題が指摘されている(田中， 1993 , pp.192-212 ) 。実際に、タケノコがゴ
ムシートを突き破ったという報告もある(高杉， 1991 , p.44 ) 。また、遮断型最終処分場では、床と壁





(1 ) 閉鎖された最終処分場 V 一一三国町
三国町池上地区には、閉鎖された廃棄物最終処分場が 2 箇所ある。このうちの 1 箇所の処分場V に
近い上水道井戸で、行われた水質検査で、有害物質が検出されたのである。福井県衛生指導課によると、




水道システムになっている(三国町陣ケ岡水道局の説明による) 0 1993 (平成 5 )年10月に水道法が改
正され、地下水を上水道に利用する場合、 46項目の水質検査の合格が義務づけられることになった。
環境庁は、改正した水道法の施行(同年12 月 )の 1 か月前に、 事前水質検査の実施を通達した。これ
を受けて、三国町水道局では、町内の13箇所の上水道井戸ーで水質検査を行っ た 。 この結果、最終処分
場V に近い井戸から、 0 . 0084mgj Q の 1-2 ジクロロエタンが検出されたのである 。 水道法で、定められて
いる 1 - 2 ジクロロエタンめ基準値は、 0.004mgj Q 以下であるが、検査ではその 2 倍以上の濃度が検出さ
れた。 1 -2 ジクロロエタンは、本来自然界には存在しない、人工的に合成された化学物質である。これ
には、発ガン性があるとされているが、水道局が通常施している浄化法では、 毒性を消せない。三国
町は、 1994 (平成 6 )年、この井戸からの集水を中止した。 1998 (平成 10 ) 年 10月に行われた水質検
査では、 1-2 ジクロロエタンは基準値を下回っていたが(陣ケ岡水道局のデータ(福井新聞， 1994.8. 
7)) 、現在も井戸Î;1'<.は使用されていない。
三国町の井戸で1-2 ジクロロエタ.ン が検出された後、福井県は処分場V の付近でボーリ ング調査を行
ったが、土壌中の 1-2 ジクロロエタンは基準値以下であ った。 このため、 1 -2 ジク ロロエタンの検出と

































つながっている 。 とりわけ、安定型最終処分場の場合、処分の対象は、安定 5 品目という環境への影









スだと、あと 2 、 3 年で産業廃棄物処分場の埋め立てはすべて完了してしまう 。 新規処分場の確保が
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第 8 図 福井県の産業廃棄物種類別発生量の推移
(資料福井県 (1992): r第四次福井県産業廃棄物処理計画』 福井県， pp.7-8. 
福井県 (1998): r第 5 次福井県産業廃棄物処理計画』 福井県， p.8.) 
注)平成 2 年度までは，汚泥の発生量は脱水後のイ直で集計されていたが，平成 7 年度は，他県と同




供給県である(第 9 図) 。 廃棄物の広域移動に関しては、従来廃棄物を受け入れていた自治体が搬入抑
制に転ずるところが多くなっており、県内処分の必要性がいっそう高まっている 。




なる 。 このため、悪質な不法投棄は後を絶たない。 不法投棄された廃棄物は、当然ながら、適正に処
分きれないため、美観を損なうだけでなく、悪臭の発生や汚水の浸出、地下水や土壌の汚染など、周
辺環境への影響は計り知れない。 不法投棄を厳しく取り締まる必要がある 。 こうした法的対処と同時
に、処分場確保やより低廉な経費で安全な処理を可能にする技術の開発も急がれる 。
こうした廃棄物問題の現状に照らして、十分な容量の廃棄物処分場の確保が切迫した問題になって


























第 9 国 産業廃棄物の種類別搬入量と搬出量 (1995-1996(平成 7 -8 )年度)
(資料福井県 (1998): r第 5 次福井県産業廃棄物処理計画』福井県， p.14. 
福井県(1999): r平成10年度版環境白書』福井県， p.40.) 
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